
優秀作品点選出 厚労大臣賞にマツダ

﹁
優
秀
板
金
製
品
技
能
フ

ア
﹂開
催

職
業
訓
練
法
人
ア
マ
ダ
ス
ク

ル

　
職
業
訓
練
法
人
の
ア
マ

ダ
ス
ク

ル
︵
理
事
長
・

伊
藤
克
英
氏
︶
は
先
週


日
に
ア
マ
ダ
本
社
の
フ



ラ
ム
２
４
６
ホ

ル

︵
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
︶

で
﹁
第

回
優
秀
板
金
製

品
技
能
フ

ア
﹂
の
表
彰

式
を
行

た


　
同
フ

ア
は

国
内
外

製
造
業
で
板
金
加
工
技
術

・
技
能
の
向
上
と
交
流
を

図
り

業
界
全
体
の
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

的
に
１
９
８
９
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る


﹁
単
体
品
﹂﹁
組
立
品
﹂

﹁
溶
接
品
﹂﹁
造
形
品
﹂

﹁
学
生
作
品
﹂
の
全
５
部

門
で
作
品
を
募
集

今
回

の
応
募
総
数
は
２
１
５
点

︵
う
ち
海
外

点
︶
だ


た


　
日
本
塑
性
加
工
学
会
会

員

シ

ト
メ
タ
ル
工
業

会
役
員
や
審
査
員
な
ど
に

よ
る
選
考
を
経
て
技
能
賞

以
上
の
優
秀
作
品
計

点

を
選
出

最
高
度
な
熟
練

技
能
・
手
法
を
用
い
て
品

質
・
精
度
の
極
め
て
高
い

作
品
に
贈
ら
れ
る
厚
生
労

働
大
臣
賞
は

マ
ツ
ダ

︵
静
岡
県
︶
が
製
作
し
た

﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
﹂


写
真
㊤

に
贈
ら
れ

た


　
最
高
度
な
加
工
技
術
・

手
段
の
開
拓
な
ど

そ
の

成
果
が
板
金
業
界
に
広
く

貢
献
す
る
と
さ
れ
る
作
品

に
授
与
さ
れ
る
経
済
産
業

大
臣
賞
は

最
上
イ
ン
ク

ス
︵
京
都
府
︶
の
﹁
ス
リ


ト
フ

ン

自
由
な
伝

熱
フ

ン

﹂

写
真
㊦


が
受
賞


　
表
彰
式
で
は
こ
の
ほ
か

神
奈
川
県
知
事
賞
や
中

央
職
業
能
力
開
発
協
会

会
長
賞

日
本
塑
性
加
工

学
会
会
長
賞
や
各
部
門

の
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
を

受
賞
し
た
作
品
お
よ
び

製
作
企
業
が
披
露
さ
れ

た


　
同
フ

ア
は
海
外
か
ら

の
出
展
も
増
え

国
内
外

を
問
わ
ず
注
目
度
を
高
め

て
い
る

総
体
的
に
は
微

細
加
工
を
採
り
入
れ
た
作

品
や
板
金
加
工
の
新
た
な

可
能
性
・
ア
イ
デ
ア
を
表

現
し
た
作
品
が
選
出
さ
れ

る
傾
向
に
あ

た
よ
う

だ


　
コ
ロ
ナ
禍
で



年

は
対
面
形
式
で
の
表
彰
式

が
中
止
さ
れ

今
回
は
４

年
ぶ
り
の
開
催

終
了
後

は
会
場
を
移
し
て
交
流
会

も
行
わ
れ
た

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